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そこへ　おなかをすかせた　さるが　やってきて、

「カニさん、おおきな　おにぎりを　もっているね。 　おいらの　かきのたねと　とりかえっこしないか。」

といいました。
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「ごめんなさい、 もう　いじわるはしません。 ゆるしてください。」

すっかり　こりたさるは、 おかあさんガニにも　あやまり、 にどとわるさを　しなくなりました。

「いやですよ。 これは　こどもたちの　ごはんなの。」　　と、 おかあさんガニが　こたえました。

むかしむかしの　あるひのことです。

１ぴきの　おかあさんガニが　おおきなおにぎりを　ひろいました。

おすすめ絵本シリーズ
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つぎに、

「はやくきになれ、 かきのめよ。 ならなきゃ、 はさみで　ちょんぎるぞ。」

とうたいました。

すると、 グーンと　めが　のびはじめました。

「たすけてくれえ！」

さるは　いえから　とびだしました。 とぐちには、 うしのふんが　いました。

さるは、 うしのふんを　ふんずけて、 つるんと　すべって　ころんで　しまいました。

さるは　にやりと　わらって　いいました。

「このたねひとつで、 かきのみが　いっぱいにできる。 　おにぎりより　おなかいっぱいに　なるよ。」

「そうなんですか。 さるさん、 ありがとう。」

おかあさんガニは、 よろこんで　おにぎりと　かきのたねを　とりかえました。

さるは　うすのしたじきになり、 ぺっちゃんこに　なってしまいました。
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みずがめのうしろには、 こガニたちが　かくれていました。

こガニたちは、 はさみで　チョキチョキと　さるのあしを　はさみました。

「いたい ！　いたい ！」

カニは　みずを　やりながら、 うたいました。

「はやく　みがなれ、 かきのきよ。 ならなきゃ、 はさみでちょんぎるぞ。」

すると、 ぽこ、 ぽこ、 ぽこ ！

かきのきに、 たくさんのみが　みのりました。

「いてえ！」

さるが　すべって　ころんだ　そのとき、 やねのうえから、 うすがドスンと　ふってきました。

おかあさんガニは　さっそく　かきのたねを　うえました。

「はやくめをだせ、 かきのたね。 ださねば　はさみで　ほじくるぞ。」　とうたいました。

すると、 ぴょこんと　ちいさなめが　でてきました。
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さるは、 スルスルっと、 きに　のぼりました。

そして、 じぶんだけ　あかいかきを　たべはじめました。

しばらくすると、 さるが　かえってきました。

「ああ、 きょうはさむいさむい。」

さるは　ブルブルふるえながら、 いろりに　あたろうとしました。

そのときです。

「よし、 これで　かきが　たべられるぞ。」

おかあさんガニは、 かきのみを　とろうとしましたが、 きに　のぼることが　できません。

みずがめのなかには、 ハチがいました。

ハチは、 チクリ ！　と　さるのおしりを　さしました。
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さるのいえにつくと、 さるは　まだ　かえっていませんでした。

「よし、 さくせんかいぎだ ！」

みんなは、 こそこそと　そうだんして、 それぞれのばしょに　かくれました。

「こんなうまいかきは　はじめてだ。」

さるは、 つぎからつぎから　まっかなかきを　むしゃむしゃと　たべつづけていきます。

「さるさん、 さるさん、 こどもたちのかきを　とってください。」

おかあさんガニが、 いっしょうけんめい　さけびました。

パチーン！　

ひのなかにかくれていた　くりが　はじけて、 さるのかおに　とびつきました。

「あちちちちち！」

さるは、 かおをひやそうと　いそいで　みずがめに　かけよりました。

こまっていると、 いじわるなさるが　やってきました。

「カニさん。 おいらが　かわりに　のぼって　とってやるよ。」
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「うるさいなあ。 そんなに　たべたいなら　これでもくらえ！」

さるは、 かたくて　あおいかきを　きのしたにいる　カニに　なげつけました。

そして、 のこりのあかいかきを　たくさんとると　あっというまに　にげていきました。

ハチは　ひととびして、 うすと　くりと　うしのふんを　つれてきました。

こガニたちと、 ハチと、 うすと、 くりと、 うしのふんは、

みんなそろって、 さるのいえに　むかいました。
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こガニたちのなきごえを　きいて、 ハチが　とんできました。

こガニたちが　りゆうをはなすと、 ハチは　おこって　ぶんぶんと　とびまわりました。

「なんて　ひどいやつなんだ。 よし、 みんなで　さるを　こらしめてやろう。」

おかあさんガニは、 おおけがを　してしまいました。

「おかあさん、 しっかりして！」

こガニたちが　かけよって　きました。

そして、 おかあさんガニをみて　わんわんなきました。


